
21

スノースポーツ実習が心理的側面および社会的スキルに及ぼす影響―転地・プログラム参加効果および効果の持続性に着目して―『長崎国際大学論叢』　第２２巻　２０２２年３月　２１頁～３０頁

原　著　論　文 

スノースポーツ実習が心理的側面および社会的スキルに及ぼす影響
―転地・プログラム参加効果および効果の持続性に着目して―

熊　谷　賢　哉１）*，元　嶋　菜美香２），田　井　健太郎３）

（１）長崎国際大学 人間社会学部 国際観光学科，２）九州産業大学 健康・スポーツ科学センター， 
３）群馬大学 共同教育学部，*連絡対応著者）

Changes in Mental Aspects and Social Skill of College Students 

During and After a ５-day Snow Sports Camp

Kenya KUMAGAI１）*, Namika MOTOSHIMA２） and Kentaro TAI３）

（１）Dept. of International Tourism, Faculty of Human and Social Studies, Nagasaki International 

University, ２）Center for Health and Sports Science, Kyushu Sangyo University, 
３）Cooperative Faculty of Education, Gunma University, *Corresponding author）

Abstract
The purpose of this study was to clarify educational effects of snow sports（SS）camp in detail 

by dividing the effects into （１） a fact of translocation, and （２） a fact of participation in three days 
skiing or snowboarding programs.　Further, we have verified the durability of these educational 
effects.　Fifty�one students（２０.０±０.８yrs）who had joined in SS camp which were held in ２０１４ 
participated in this study.　Profile of Mood States（POMS）, State�Trait Anxiety Inventory（STAI）, 
were investigated as mental aspects, and Kikuchi’s Scale of Social Skills: １８ items（Kiss�１８）was 
investigated as social skill.　“Vigor” increased significantly while the other mental aspect scores 
and social skill score did not change by translocation from Sasebo （Nagasaki） to Rusutsu

（Hokkaido）.　By participation in three days skiing or snowboarding programs,“Tension�Anxiety”,
“Depression�Dejection”, “Confusion”, “State�Anxiety”, and “Trait�Anxiety” decreased significantly.　
In addition, “Vigor” and “Fatigue” increased significantly by the participation.　However, except

“Vigor” and “Fatigue”, the educational effects dissipated after SS camp.　In conclusion, educational 
effects that were detected by joining in SS camp were due to participation in the programs but not 
the translocation.　Further, these educational effects except“Vigor”did not last after SS camp.
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要　旨
スノースポーツ実習（SS 実習）の心理的側面および社会的スキルに及ぼす効果を転地およびプログ

ラム参加に分けて検討すること、効果の持続性を検討することを目的とした。SS 実習に参加した学生

５１名を対象とした。心理的側面および社会的スキルの指標には日本版 POMS 短縮版、日本版 STAI�

JYZ、および KiSS�１８ を用いた。転地により活気が増加した。プログラム参加により緊張�不安、抑う

つ�落込み、混乱、および特性不安は減少し、活気および疲労は増加した。プログラム参加により減少

した、緊張�不安、抑うつ�落込み、混乱、状態不安、および特性不安は実習後に、実習前および転地直

後と同水準まで再び増加した。一方、活気は実習後に減少が認められず、その値は実習前よりも高値を

示した。SS 実習における転地による効果はわずかであったのに対し、プログラム参加による効果が大

きかった。一方、活気を除く全ての効果に持続性は認められなかった。
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１．緒　　　言

大学設置基準の大綱化（１９９１年）１）により、大

学における保健体育科目は、必須科目としての

法的根拠を失った。２０１９年度において、保健体

育科目を含むスポーツ・体育・健康関連の実技

科目を必須科目として開講している割合は、国

公立大学では８５.０％、私立大学では６７.３％、短

期大学では８０.０％となっており、特に私立大学

におけるスポーツ・体育・健康関連の実技科目

の選択科目化が顕著になっている２）。２０１８年問

題（１８歳人口の減少による大学入学者数の激減）

により経営困難に陥る大学が増加する中、今後、

スポーツ・体育・健康関連の実技科目の選択科

目化、更には、廃止が進む可能性が危惧される。

今後、大学体育が生き残っていくためには、そ

の意義・目標を明らかにした上で、大学の教育

構造の中で明確な位置を占めていく必要があ

る３）。また、そのためには、体育科目履修によ

り得られる効果を明らかにし（目標達成の検証）、

その結果を踏まえ、授業やそれを取り巻く環境

の改善の必要性を提言していく必要がある４）。

こうした背景の中、長崎国際大学では、２０００

年の開講以来、一般体育実技科目（選択科目）

として、「スポーツ実習」を開講しており（スポー

ツ実習Ａ～Ｄ）、卒業単位として最大４単位の

履修を認めている。「スポーツ実習Ａ（前期）」

および「スポーツ実習Ｂ（後期）」は、それぞ

れ週に１回ずつ開講される定時授業である。一

方、スポーツ実習Ｃは夏期集中授業（キャンプ

実習）、スポーツ実習Ｄは冬季集中授業（スノー

スポーツ実習）である。なお、「スポーツ実習」

の目的は、「日頃の運動不足を解消し、個々の

体力の維持・増進をはかること」、「身体を動か

すことによるストレスの解消（リフレッシュ）

をはかること」、「身体活動を今後継続するため

の実践力を身に付けること」、となっている。

また、集中授業については、「技能の向上をは

かること」、「メンバーシップやリーダーシップ

といった社会性を養うこと」、「生涯にわたって

スポーツの楽しさを享受する能力を高め、自己

のライフステージや心身の状態に適した身体活

動を生活に取り入れ、豊かなスポーツライフを

形成できる能力を身に付けること」、を前述し

た目的に加えて掲げている。

２０１１年度から、FD の一環として前述した集

中授業への参加が学生の心理的側面および社会

的スキルに及ぼす影響について調査・検討を開

始した。これまで、実習参加により学生の心理

的側面に改善が図られ、社会的スキルが有意に

向上したことを報告している５，６）。しかし、当該

研究では、４
　

 泊５日の転地を含んだ野外実習の

前後（実習２日前および実習最終日）にのみ調

査を行っていたことから、集中授業参加による

諸効果の、より詳細な検討を行うことはできな

かった。また、集中授業参加による効果の持続

性の検討にも至っていない。そこで、本研究で

は、スノースポーツ実習への参加が心理的側面

および社会的スキルに及ぼす影響を再検証した

上で、その効果を①転地による効果、②プログ

ラム参加による効果の２要因に分けて検討する

こと、更には、③実習参加により得られた効果

の持続性について検討することを目的とする。

２．方　　　法

�　対　象

対象者は、長崎国際大学に在籍する男子学生

２７名および女子学生２４名の計５１名（２０.０±０.８歳）

とした。対象者には、調査等の実施前に書面等

をもって本研究の実施内容等に関する説明を行っ

た後に研究参加への同意を得た。

�　実習内容およびスケジュール

実習は、３
　

 回の事前研修、４
　

 泊５日の合宿研

修、および１回の事後研修によって構成される。

なお、合宿研修では、初日の朝、福岡空港（福

岡県福岡市）に集合した後、飛行機にて新千歳

空港（北海道千歳市）へ、更に、バスにて合宿

研修地（ルスツリゾート、北海道虻田郡）まで

移動した。合宿研修地到着後に開講式を行い、

更にその後、翌日から使用するウェア、ブーツ
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および板のフィッティングを行った。翌日２日

目から４日目までは、アクティビティープログ

ラム（アルペンスキーもしくはアルペンスノー

ボード）のうち、各自が事前研修において選択

した１種目を３日間通して行った。なお、アル

ペンスキーを選択した学生は１８名、アルペンス

ノーボードを選択した学生は３３名であった。ま

た、対象者が３日間でアクティビティープログ

ラムに費やした時間は、自主練習を含めると約

２０時間であった。最終日（５日目）には、閉講

式を行った後にバスにて新千歳空港に向かい、

更に飛行機にて福岡空港へ向かい、空港到着後、

解散とした。

�　調査時期および調査尺度

調査プロトコルを図１に示す。調査は、①実

習２日前（実習前：pre１）、②合宿研修の初日、

合宿研修地に到着して開講式終了直後（転地直

後：pre２）、③研修合宿５日目の閉講式終了直後

（プログラム直後：post１）、④合宿研修終了４５日

後（実習後：post２）、のそれぞれの時期に計４

回実施した。また、「実習前（pre１）」および

「実習後（post２）」の調査は大学にて、「転地直

後（pre２）」および「プログラム直後（post１）」

の調査は合宿研修先のホテルにて実施した。な

お、４
　

 回の調査に用いた尺度は、日本版 POMS 

短縮版（感情プロフィール検査）、日本版 STAI

（新版 STAI：状態�不安検査）、および KiSS�１８

（社会的スキル尺度）の３つとした。それぞれ

の尺度について以下に説明する。

①　日本版 POMS 短縮版（感情プロフィール

検査）

McNair ら７）により開発された気分状態の

測定尺度である。日本語版は横山ら８）により

作成され、気分・感情の評価法として高い信

頼性および妥当性が報告されている。３０項目

の設問について「まったくなかった」から

「非常に多くあった」の５件法にて回答する

ことで、気分状態を「緊張�不安」「抑うつ�

落込み」「怒り�敵意」「活気」「疲労」「混乱」

の６つの気分尺度に分類して評価することが

できる。

②　日本版 STAI�JYZ（新版 STAI：状態�特

性不安検査）

Spielberger ら９）により開発された不安を

測定する尺度である。今回、採用した日本版 

STAI�JYZ は、不安測定の質問として信頼性

の高い英語版に、肥田野ら１０）が日本の文化的

要因を考慮して改良を加えた日本語版である。

４０項目の不安状態の設問（２０項目は状態不安、

２０項目は特性不安に関する設問）について

「全くあてはまらない」から「非常によくあ

てはまる」の４件法にて回答することで、不

安を、状態不安（今まさに、どのように感じ

ているか）および特性不安（ふだん一般、ど

のように感じているか）の２つの不安尺度に

分類して評価することができる。

③　KiSS�１８（社会的スキル尺度）

Goldstein ら１１）の「若者のための社会的ス

キルのリスト」をもとに菊池１２）により開発さ

れた社会的スキル（対人関係を円滑に営むス
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図１　調査プロトコル



キル）を測定する尺度で、高い信頼性と妥当

性が確認されている１３、１４）。１８項目の設問につ

いて「いつもそうだ」から「いつもそうでな

い」の５件法にて回答することで社会的スキ

ルを、「初歩的なスキル」、「高度なスキル」、

「感情処理のスキル」、「攻撃に代わるスキル」、

「ストレスを処理するスキル」、「計画のスキ

ル」を含む総合的な尺度として評価すること

ができる。

�　統計解析

各尺度（POMS：６因子、STAI：２尺度、

KiSS�１８：１尺度）の経時変化の有意性（有意

差検定）について、反復測定一元配置分散分析

（Repeated-Measure Analysis of Variance）を

用いてそれぞれ解析を行った。なお、反復測定

一元配置分散分析において有意差が認められた

場合は、多重比較検定（post hoc test）として 

Bonferroni 法を用いた。統計解析には統計処理

ソフト SPSSver.２２ を使用し、有意水準は危険

率５％未満とした。

３．結　　　果

各尺度の経時変化を表１に示す。「緊張�不安」

（F＝3.54, p＜0.05）、「抑うつ�落ち込み」（F＝

6.27, p＜0.01）、「活気」（F＝5.07, p＜0.01）、「疲

労」（F＝3.59, p＜0.05）、「混乱」（F＝4.24, p＜

0.01）、「状態不安」（F＝6.18, p＜0.01）および

「特性不安」（F＝5.08, p＜0.01）において調査時

期の違いによる有意な差が認められた。一方、

「怒り�敵意」および「人間関係」は、調査時期

の違いにより有意な差は認められなかった。

実習前（pre１）における「活気」は、転地直

後（pre２）に比べ有意に低値を示した（図２）。

プログラム直後（post１）における「緊張�不

安」（図３）、「抑うつ�落ち込み」（図４）、「混乱」

（図５）、「状態不安」（図６）および「特性不安」

（図７）は、他の調査時期（pre１, pre２, post２）

に比べ有意に低値を示した。一方、実習前（pre１）
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表１　心理的指標の経時的変化（n＝５１）

pFpost２post１pre２pre１Mental Variables

p＜0.053.54 ４.９±３.９ a,b,d ３.８±３.５  ５.４±４.２  ４.９±４.０ 緊張�不安POMS

p＜0.016.27 ４.２±３.５ a,b,d ２.４±２.６  ３.７±３.４  ３.７±３.４ 抑うつ�落ち込み

p＜0.12.66 ４.２±３.９  ２.７±３.４  ３.１±３.５  ３.４±２.８ 怒り�敵意

p＜0.015.07a１０.６±４.０ a,b１１.０±４.７ a ９.９±５.０  ９.０±４.２ 活気

p＜0.053.59 ５.８±４.４ a,b ６.９±４.１  ５.５±４.１  ４.８±４.９ 疲労

p＜0.014.24 ６.１±３.２ a,b,d ４.７±２.６  ５.６±３.３  ６.１±３.３ 混乱

p＜0.016.18３９.３±１１.５a,b,d３５.２±１１.６３９.４±１１.２４１.６±１０.０状態不安STAI

p＜0.015.08４３.１±１１.７a,b,d３９.８±９.５ ４２.３±１１.０４４.３±１０.２特性不安

p＜0.12.64５９.５±１０.１６１.３±１１.５５８.９±１１.９５９.５±１１.７人間関係KiSS�１８

データはすべて「平均値±標準偏差」で示す。
「a」「b」「d」は、それぞれ「pre１」「pre２」「post２」との有意差を示す。

図２　「活気」の経時変化



におけるこれらの尺度は、転地直後（pre２）お

よび実習後（post２）と有意な差は認められな

かった（図３～図７）。

プログラム終了直後（post１）における「活

気」（図２）および「疲労」（図８）は、実習前

（pre１）および転地直後（pre２）に比べ有意に高

値を示した。また、実習後（post２）における

「活気」は、実習前（pre１）に比べ有意に高値を

示した（図２）。一方、実習前（pre１）における

「疲労」 は、転地直後 （pre２） および実習後 （post２） 

と有意な差は認められなかった（図８）。
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図５　「混乱」の経時変化

図３　「緊張�不安」の経時変化

図４　「抑うつ�落ち込み」の経時変化

図６　「状態不安」の経時変化

図７　「特性不安」の経時変化

図８　「疲労」の経時変化



４．考　　　察

�　実習参加による心理的側面の変化

スノースポーツ実習参加により、心理的側面

においてネガティブな感情を評価する因子であ

る POMS の「緊張�不安」、「抑うつ�落ち込み」、

「混乱」、STAI の「状態不安」および「特性不安」

は有意に低下し、心理的側面においてポジティ

ブな感情を評価する因子である POMS の「活気」

は有意に増加した（図２～図７）。これまで、

実習参加が心理的側面に及ぼす影響について検

討した研究はいくつか報告されているが５，１５，１６）、

その効果をより詳細に検討した研究はほとんど

ない。そこで、本研究では、スノースポーツ実

習を更に、転地およびプログラム参加に分けて

検討を行ったところ、転地による効果は「活気」

にのみ認められ、上述したスノースポーツ実習

参加によるその他の効果は全て、プログラム参

加によるものであったことが明らかとなった。

本結果は、今後、転地を含む野外実習といった

複合的な実習への参加効果を検討していく上で、

重要な資料となり得る。

POMS は、性格傾向よりむしろ、被験者が置

かれた条件により変化する一時的な感情・気分

の状態を評価する測定尺度であり１７）、その評価

結果は、被験者の満足度や楽しさといった主観

的評価の影響を受けることが報告されている１８）。

一方、STAI は不安を測定する尺度で、その評

価結果である「状態不安」は、被験者が置かれ

た条件により変化する一時的な不安を評価して

いる１９）。本研究の対象者は九州で生まれ育った

学生で、本研究の研修地のような遠く離れた豪

雪地域を訪問したことがある学生は皆無であっ

た。このことから、転地により感情・気分の状

態変化や不安を生じることを予想したが、その

変化は「活気」の増加にのみ認められた。本研

究の対象者のほとんどが競技スポーツ系のクラ

ブ活動に従事している学生であり、本実習がも

つ観光としての要素に対する興味関心が低かっ

たことから、環境変化に対する感情・気分の状

態変化がさほど認められなかったのかもしれな

い。また、スポーツ選手は、平常時の「状態不

安」が低く２０，２１）、競技直前では「状態不安」が高

くなることが報告されているが２１）、環境変化等

に対する不安特性の変動（動揺）は少ないのかも

しれない。一方、プログラム参加により、感情・

気分状態は好転し、不安尺度も減少した。これま

で、野外実習が参加学生の心理面に及ぼす影響

の検討は、キャンプ実習（組織キャンプ）を対

象とした研究が、数多く報告されている５，１５，１６，２２）。

これらの研究では、実習参加により心理的側面

においてネガティブな感情を評価する因子であ

る「緊張�不安」および「混乱」は減少し、ポ

ジティブな感情を評価する因子である「活気」

は増加し、更に、不安尺度である「状態不安」

は減少したことを報告している。本研究でも、

これらの尺度は、実習参加により同様の変化を

示した。水野ら２３）は、合宿形式の野外実習では、

自然体験や共同作業、更には体験学習を通して、

参加学生の心理的側面においてポジティブな効

果を与える可能性が示唆されている。つまり、

先行研究そして本研究において、共通して認め

られたポジティブな変化は、プログラムの内容

によらず、合宿形式の野外実習への参加そのも

のが及ぼした効果かもしれない。近年、大学で

は、学生の休退学や自殺が大きな問題となって

おり２４）、それらにメンタルヘルスの悪化が関与

していることが示唆されている２５）。本研究にお

いて得られた心理的側面の向上（ネガティブな

感情を評価する因子の低下とポジティブな感情

を評価する因子の増加）は、上述したような、

大学が抱える問題を解消する一助となり得る。

ネガティブな感情を評価する因子である「抑

うつ�落ち込み」および「怒り�敵意」の実習参

加による変化は、先行研究（キャンプ実習）と

本研究（スノースポーツ実習）との間で、一致

した見解が認められなかった。山西と松本２６）は、

活動強度および被験者の体力レベルが運動の心

理的効果に及ぼす影響について検討を行なって

おり、低強度（運動強度４０％）の運動では体力

レベルに関係なく全ての被験者にポジティブな
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心理的効果が認められたのに対し、中強度（運

動強度６０％）の運動では体力レベルの高い被験

者にのみポジティブな効果が認められたことを

報告している。大学生を対象としたキャンプ実

習の活動強度は低強度（約３メッツ程度）であっ

たのに対し、スノースポーツ実習の活動強度は

中強度（６０�７０％HRmax）に達することが報告

されている２７，２８）。また、本研究の対象者は、体

力レベルが比較的高い学生が多かったが、スノー

スポーツに関しては初心者もしくは初級者レベ

ルで、慣れない雪上スポーツ体験は参加学生に

とって大きな負担であったことが予想される。

このことは、ネガティブな感情を評価する因子

である「疲労」が実習後に有意に増加していた

ことからも明らかである（図８）。以上のこと

から、先行研究と本研究では、客観的および主

観的な活動強度に大きな差があり、このことが

実習参加による心理的側面の変化に不一致を生

じた一因であることが示唆された。実習参加に

よる心理的側面の変化に不一致を生じたその他

の要因として、心理的側面の初期水準の違いが

考えられる。平野ら１６）は、心理的側面の初期水

準と実習参加によるその変化率との間に関係が

認められ、ネガティブな感情を評価する因子で

は初期水準が高得点であるほど大きく減少する

ことを報告している。本研究と先行研究１５）の初

期水準を比較したところ、ポジティブな感情を

評価する因子である「活気」は本研究と先行研

究とで差は認められなかったものの、ネガティ

ブな感情を評価する因子である５つの因子では、

先行研究が本研究に比べ有意に高値を示した

（図９）。前述したように、本研究の対象者は、

競技スポーツ系のクラブ活動に従事している学

生が多かった。定期的な身体活動・運動の実施

はメンタルヘルスに良好に働くことが報告され

ている２９）。また、アスリートでは、ネガティブな

感情を評価する因子が低く、ポジティブな感情

を評価する因子が高いことが報告されている３０）。

本研究の対象者は実習前において、５つのネガ

ティブな感情を評価する因子が低く、ポジティ

ブな感情を評価する因子である「活気」だけが

高い凸型のパターンを示しており、初期水準に

おいて既に精神的に良好な状態にあったことが

推測される３１）。

�　実習参加による社会的スキルの変化

社会的スキルは、人間関係や個人と集団との

相互作用に関連したスキルで３２）、コミュニケー

ションに関わるスキルと対人スキルにより構成

される３３）。一宮ら３４）は、大学新入生を対象とし

た１４年間（１９８９年～２００２年）にわたる調査結果

より、対人緊張感や孤独感といった大学新入生

の精神状態が悪化していること、その悪化の原

因として社会的関係構築能力やコミュニケーショ

ン能力といった社会的スキルの低下が考えられ

ることを報告している。一方、スポーツ・体育

関連の授業は、参加者同士もしくは参加者と指

導者との対人関係が頻繁に求められることから、

社会的スキルの獲得に寄与する可能性があるこ

とが示唆されている３２）。また、スポーツ・体育

関連の授業の一形態である野外実習は、学外に

おける自然体験や共同生活、体験学習といった

活動を通して、参加学生の心理社会的スキルに

様々な効果を及ぼすことが指摘されており、近

年、その重要性が強調されている３３）。これまで、

野外実習への参加が社会的スキルに及ぼす影響
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について検討した研究も数多く報告されてお

り２３，３６�３８）、スノースポーツ実習への参加が社会

的スキルの向上に寄与したことを報告した研究

もいくつかみられる３７，３８）。しかし、本研究では、

社会的スキルは実習参加により増加傾向を示し

たが（F＝2.64, p＜0.1）、有意に変化するまでに

は至らなかった。社会的スキル向上プログラム

は、社会的スキルの低い者に対して、特に有効

であることが報告されている４）。一方、本研究

の対象者の実習前における社会的スキルの値（５９.５

±１１.７）は、大学生標準値（男性：５３.０８±１０.１３、

女性：５４.３５±９.３６）１３）に比べて高値を示した。

運動部活動への参加により心理社会的スキルや

ライフスキルが高まる可能性が示唆されている

ことから３９）、本研究の対象者の社会的スキルは、

長年、競技スポーツ系のクラブ活動に従事して

きたために高い水準であったことが示唆された。

また、野外実習では、対人関係が求められるこ

とがわかっているため、元々、高い社会的スキ

ルを有した学生が多く履修した可能性も考えら

れる４０）。一方、水野ら３７）は、スノーキャンプが

心理社会的スキルに及ぼす影響について検討し

ており、社会的スキルの初期水準が本研究より

も更に高かった（６３.８３±６.３９）にも関わらず、

実習参加により有意に向上したことを報告して

いる。杉山４１）は、スポーツ・体育関連の授業に

おいて社会的スキルを獲得するためには、適切

な環境や学生との関わり、そして指導が必要で

あることを指摘している。今後、本実習の質を

より高めていくためには、技能の向上や楽しみ

の享受といった目標の達成に留まらず、参加者

同士そして参加者と指導者との対人関係が濃厚

かつ良好になるような環境づくりに配慮した実

習展開を考える必要がある。

�　実習参加による効果の持続性について

スノースポーツ実習参加により得られた効果

の持続性を検討したところ、心理的側面のポジ

ティブ指標である「活気」は、実習終了４５日後

も、実習前に比べ有意に高値を示し、効果の持

続性を認めた。メンタルヘルスの悪化により休

退学や自殺が大きな問題となっている近年の大

学の現状２４，２５）を鑑みて、「活気」のみとはいえ、

心理的側面への効果に持続性が認められたこと

は価値ある結果であると言える。持続性が認め

られた要因として、本実習が、様々な学年そし

て様々な学科に在籍する学生が（受講者の特性）、

自然体験、共同生活、そして体験学習を通して

（本実習の特性）、友情を築き、そして、絆を深

める場として機能していたことが考えられる。

一方、「活気」以外の心理的側面については継

続性が認められなかった。杉山４１）は、体育授業

を通じて一般的なコミュニケーションスキルを

向上させるためには、般化を意図した適切な介

入が必要であることを示唆している。本研究に

て持続性が認められなかったのは心理的側面で

はあるが、効果が持続しなかった（消失した）

一要因として、実習により得られた効果に汎用

性が認められなかったことが含まれるかもしれ

ない。効果が持続しなかった要因の解明、およ

び、般化を意図した具体的な介入方法について

は、今後の検討課題としたい。

５．ま　と　め

スノースポーツ実習参加により、心理的側面

は向上し、社会的スキルは有意に向上しなかっ

た。実習参加により得られた効果（心理的側面

向上）を、転地およびプログラム参加の２つの

要因に分けて検討を行ったところ、転地では有

意な効果は「活気」にのみとどまり、その他の

心理的側面の向上はプログラム参加により有意

に認められた。最後に、実習参加により得られ

た効果の持続性を検討したところ、「活気」を

除く全ての効果に持続性は認められなかった。
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